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[Ⅰ] 

問１ １‐ヌクレオチド  ２‐リン酸  ３‐デオキシリボース   

問２ 相同染色体 22対 

問３ 12個 ３個 

問４ (1)‐ア  (2)‐イ  (3)‐オ   

問５ ア 

 

[Ⅱ] 

問１ １目盛り オ 

問２ キ 

問３ 7.5㎛ 

問４ (ｱ)‐ｅｊ     (ｲ)‐ｅｇｈｊｍ  (ｳ)‐ｅｈｊｌｎ   

   (ｴ)‐ｆ      (ｵ)‐ａｉ     (ｶ)‐ｂｃｄｎ   

 

[Ⅲ] 

問１ ＰＣＲ イ 

問２ ウ 

問３ Ａ‐ア  Ｂ‐オ   

問４ ウ 

問５ R＋A＋＋細胞はR＋細胞よりもたくさんのタンパク質Aをもつので，R＋A＋＋細胞

抽出液の方が受容体Rにタンパク質Aが結合する頻度が高く，遺伝子 f の転写を

促進するホルモンHと受容体Rとタンパク質Aの複合体を形成しやすいから。 

問６ (ｱ)‐ｉ  (ｲ)‐ｇ  (ｳ)‐ｃ  (ｴ)‐ｅ  (ｵ)‐ｂ 

 

 

講評 

 昨年よりも大幅に易化した。特に[Ⅰ]と[Ⅱ]はありきたりの問題で，ほぼ満点が

必要であろう。[Ⅲ]は標準からやや難の問題であった。問３の選択肢が実はヒント

にもなっている。 

 

 

 


